
春
の
高
校
野
球 

 

３
月
下
旬
ご
ろ
、
春
の
高
校
野
球
が
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
で
中
継
さ
れ
ま
す
。
今
回
は
、
「春
の
高
校
野
球
」
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。 

春
の
高
校
野
球
は
、
一
九
二
四
年
（
大
正
十
三
年
）
に

第
一
回
大
会
全
国
選
抜
中
等
学
校
野
球
大
会
が
名
古

屋
の
山
本
球
場
で
開
催
さ
れ
、
翌
年
、
大
正
十
四
年
の

春
か
ら
舞
台
を
甲
子
園
球
場
に
移
し
て
毎
年
三
月
～

四
月
頃
に
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

春
の
高
校
野
球
に
は
、
特
に
予
選
な
ど
は
な
く
、
出

場
校
は
選
考
委
員
会
よ
っ
て
「
一
般
選
考
枠
」
「
二
十

一
世
紀
枠
」
「
明
治
神
宮
大
会
枠
」
の
３
種
類
の
選
考

基
準
に
よ
っ
て
三
十
二
校
の
出
場
校
が
決
定
し
ま
す
。 

 

一
般
選
考
枠
の
選
考
基
準
（
二
十
八
校
） 

① 

都
道
府
県
の
高
野
連
（
高
校
野
球
連
盟
）
の
推

薦
校
の
中
か
ら
決
め
る 

② 

秋
季
地
区
大
会
や
府
県
大
会
の
実
績
が
考
慮
さ

れ
る 

③ 

地
域
的
な
バ
ラ
ン
ス
が
考
慮
さ
れ 

二
十
一
世
紀
枠
の
選
考
基
準
（
三
校
） 

部
員
不
足
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
な
い
、
豪
雪
地
帯
と

い
っ
た
学
校
・
地
域
の
特
性
な
ど
の
困
難
を
克
服

し
た
学
校
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
い
っ
た
野

球
以
外
の
活
動
で
の
地
域
貢
献
で
他
校
の
模
範

と
な
る
学
校
を
選
出
さ
れ
る 

 
 

 

 

 

 

 

               

 

 

 

 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般選考枠の選考基準（２８校） 
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二十四節季 

オ
キ
ド
キ
ニ
ュ
ー
ス 
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三
月
号 

節 
分 

祭 

 

オ
キ
ド
キ 

二
月
三
日
（
土
曜
日
）
、
一
階
デ
ィ
ル
ー
ム
に

於
い
て
、
『
節
分
祭
』
を
催
し
ま
し
た
。 

今
年
も
職
員
か
ら
鬼
の
役
を
公
平
に
選
ぶ
た

め
、
運
悪
く
「
ト
ロ
ミ
・
砂
糖
入
り
」
の
お
茶
を

選
ん
で
、
飲
ん
で
し
ま
っ
た
職
員
が
鬼
に
な
る
ゲ

ー
ム
を
し
ま
し
た
。
「
鬼
役
」
を
賭
け
て
の
ゲ
ー

ム
が
始
ま
り
、
誰
に
当
た
る
か
？
沢
山
の
お
茶

の
中
に
二
つ
だ
け
「
ト
ロ
ミ
・
砂
糖
入
り
」
。
誰

の
お
茶
に
「
ト
ロ
ミ
・
砂
糖
入
り
」
が
入
っ
て
い

る
の
か
？
冷
や
汗
の
職
員
の
表
情
を
見
ら
れ
、
大

変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
見
事 

二
人
の
幸
運
な
職
員
（
ゲ
ー
ム
に
負
け
た
職
員
）

が
、
赤
鬼
、
青
鬼
の
衣
装
に
着
替
え
て
ご
利
用
者

の
前
に
登
場
し
、
ご
利
用
者
の
皆
様
か
ら
「
鬼
は

そ
と
、
鬼
は
そ
と
、
福
は
う
ち
、
福
は
う
ち
」
と

紅
白
玉
を
投
げ
て
い
た
だ
き
、
鬼
た
ち
は
外
に
退

散
し
ま
し
た
。 

 

 

オキドキニュース３月号 オキドキニュース３月号 

ご
不
要
な
品
は
お
持
ち
帰
り
下
さ
い
。 

 

当
施
設
は
、
限
ら
れ
た
居
住
空
間
の
中
で
、
ご
利
用
者
の

皆
様
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
、
床
頭
台
以
外
の
場
所
に

衣
装
ケ
ー
ス
・荷
物
等
を
置
か
れ
ま
す
と
、
ご
利
用
者
様
の

移
動
の
妨
げ
や
、
ベ
ッ
ド
周
辺
が
不
衛
生
に
な
る
な
ど
の
問

題
が
生
じ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
「
必
要
以
上
の
荷
物
の
持
込

み
」は
ご
遠
慮
下
さ
い
。  

ま
た
、
ご
使
用
に
な
ら
な
い
「
衣
類
」
「
ク
ラ
ブ
の
作
品
」
な

ど
、
頻
繁
に
お
使
い
に
な
ら
な
い
品
な
ど
は
、
こ
の
機
会
に

お
持
ち
帰
り
を
お
願
い
致
し
ま
す
。  

ご
利
用
者
皆
様
の
快
適
な
生
活
を
保
つ
た
め
に
も
、 

ご

関
係
者
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
重
ね
て
お
願
い
致

し
ま
す
。 

 

啓
蟄
（け
い
ち
つ
） 

三
月
六
日 

冬
ご
も
り
中
の
虫
が
目
を
覚
ま
し
姿
を
あ
ら

わ
す
。 

春
分
（し
ゅ
ん
ぶ
ん
） 

三
月
二
十
一
日 

昼
と
夜
の
時
間
が
同
じ
。 

     

ご
当
地
グ
ル
メ
（和
歌
山
県
） 

和
歌
山
ラ
ー
メ
ン 

 

和
歌
山
県
が
誇
る
人
気
グ
ル
メ
の
代
表
格
と
言

え
ば
、
や
っ
ぱ
り
「
和
歌
山
ラ
ー
メ
ン
」 

「
和
歌
山
ラ
ー
メ
ン
」
は
、
ス
ー
プ
は
豚
骨
し
ょ
う

ゆ
味
で
、
濁
っ
た
も
の
と
澄
ん
だ
も
の
が
あ
り
ま

す
。
麺
は
細
め
の
ス
ト
レ
ー
ト
麺
。
具
は
青
ね
ぎ
・

メ
ン
マ
・
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
に
加
え
、
な
る
と
で
は
な

く
、
な
る
と
の
よ
う
な
紅
白
の
模
様
の
入
っ
た
か
ま

ぼ
こ
を
用
い
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。 

地
元
で
は
「
和
歌
山
ラ
ー
メ
ン
」
な
ど
と
は
呼
ば

ず
「
中
華
そ
ば
」
と
呼
ぶ
の
が
一
般
的
で
す
が
、
各

種
メ
デ
ィ
ア
で
紹
介
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
今
で
は

「
和
歌
山
ラ
ー
メ
ン
」
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
ま

す
。 

3月 12日昼食に提供！ 

写真はあくまでイメージです。 

明
治
神
宮
大
会
枠
選
考
基
準
（
一
校
） 

セ
ン
バ
ツ
前
年
十
一
月
の
明
治
神
宮
大
会
優
勝
校
が

所
属
す
る
地
域
に
与
え
ら
れ
る
。 

 

や
っ
ぱ
り
自
分
の
住
む
地
域
の
高
校
が
優
勝
し
た
り
す
る 

と
嬉
し
い
で
す
よ
ね
。
ご
利
用
者
の
皆
様
も
是
非
応
援
を
楽 

し
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。 

 

地域 都道府県 出場枠

北海道 北海道 １校

東北 青森、秋田、岩手、山形、宮城、福島 ２校

関東
東京、茨城、栃木、群馬、埼玉、
神奈川、山梨 ６校

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 ２校

東海 静岡、愛知、岐阜、三重 ２校

近畿
滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、
和歌山 ６校

中国

四国

九州
福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、
鹿児島、沖縄 ４校

岡山、広島、山口、鳥取、島根、香川、
徳島、愛媛、高知 ５校

《 

総
務
課
よ
り 

》 

利
用
料
の
お
支
払
い
は
毎
月
十
五
日
ま
で
に
な

っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

尚
、
窓
口
で
の
お
支
払
い
は
年
中
無
休
、
午
前
九

時
～
午
後
四
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

ご
家
族
洗
濯
の
皆
様
へ 

ご
家
族
洗
濯
の
方
の
衣
類
は
、
入
浴
終
了
後
に
施
設

ス
タ
ッ
フ
が
ご
利
用
者
毎
に
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
、
床
頭

台
に
置
い
て
お
り
ま
す
が
、
長
期
間
洗
濯
さ
れ
な
い
と

「
異
臭
」
・
「
感
染
の
原
因
」
と
な
り
ま
す
。
衛
生
環
境
維

持
の
た
め
に
も
、
週
一
～
二
回
は
、
衣
類
交
換
を
お
願

い
致
し
ま
す
。 

ま
た
、
「
汚
れ
物
」
の
一
時
的
な
収
納
・

持
ち
帰
り
用
に
、
「
防
水
性
の
袋
」
を
３
枚
程
度
ご
用
意

く
だ
さ
い
。 

業
者
洗
濯
の
皆
様
へ 

洗
濯
代
が
三
ヵ
月
分
滞
納
さ
れ
ま
す
と
、
業
者
洗
濯

の
利
用
が
出
来
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
毎
月
、
業
者
指

定
の
支
払
日
迄
に
、
指
定
方
法
で
お
支
払
い
下
さ
い
。 

 

注
）尚
、
オ
キ
ド
キ
受
付
で
、
洗
濯
業
者
へ
の
支
払
い
は

出
来
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
下
さ
い 

https://kotobank.jp/word/%E3%82%B9%E3%83%88%E3%83%AC%E3%83%BC%E3%83%88%E9%BA%BA-1495249#E5.92.8C.E3.83.BB.E6.B4.8B.E3.83.BB.E4.B8.AD.E3.83.BB.E3.82.A8.E3.82.B9.E3.83.8B.E3.83.83.E3.82.AF.E3.80.80.E4.B8.96.E7.95.8C.E3.81.AE.E6.96.99.E7.90.86.E3.81.8C.E3.82.8F.E3.81.8B.E3.82.8B.E8.BE.9E.E5.85.B8
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